
平成○○年(ワ)第○○○号　民事第２２部○係
原告○○○○／被告○○○○
平成○○年○月○日原告作成
平成○○年○月○日被告記入
平成○○年○月○日原告修正

主張 証拠 主張 証拠 補修方法 補修費用 証拠 主張 証拠 補修方法 補修費用 証拠

1
１階リビング東面
壁南側窓左下

○○年○○
月○○日

クラックは存在し
なかった。被告の
指摘するクラック
は，別の箇所の
ものである。

甲６・写真
３～５

幅最大2mm，長さ
65mmのクラック
が発生した。

甲２・写真
１～３，甲
４７

クラックにシー
リングを充填し
た上で，クロス
を貼り直す。

¥80,000 甲１２・３頁

現在クラックが存在することは
認めるが，本件工事以前から存
在した。原告の提出する工事前
の写真は不鮮明であり，クラック
が存在するかどうか判別できな
い。

乙２３
補修の必要は
ない。

¥0

2 ３階寝室東面壁
○○年○○
月○○日

経年による多少
の汚れはあった
ものの，塗装材に
よる汚れは存在
しなかった。

甲２７
壁面の広範囲に
わたり，塗装材が
付着している。

甲２・写真
４～８

東面全面につ
いて，壁面塗
装をやり直す。
付着箇所のみ
の塗装では，
他の部分と色
の違いが出て
しまい，相当で
ない。

¥650,000 甲１２・４頁
被告の施工に起因して塗装材
が飛散し，原告宅の壁面に付着
したことは認める。

補修としては，
付着箇所のみ
塗装をし直せ
ば十分である。

¥75,000 乙１５・２頁

合計 ¥730,000 ¥75,000

損害
被告

被害リスト

No
原告

被害箇所 発見時期
工事前の状況 工事後の被害状況 損害 工事前後の状況

記載例 事件番号，係名及び当事者

名を記載してください。

作成者及び作成年月日を記載してください。
その後，一覧表のやり取りの過程で，加筆又は修正等をした場合
は，その履歴（年月日及び加筆又は修正者）を記載してください。

一覧表のやり取りの過程で，
加筆又は修正等をした場合は，
アンダーラインを付し，又は文
字に色を付けること等により，

被害の発生機序について実質的に争いが
あるときは，準備書面において具体的に主
張してください。


